
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

広島市植物公園 

見どころ案内 
2023年９月 10日 

通巻第 595号 

✿ 毎週土・日曜日・祝日 午後１時半～３時２０分は、ガイドボランティアが園内を案内します✿ 
✿ 9/26、10/7 午前 11時～は、職員による植物うんちく語りを実施します✿ 
 

現場にはこの表示

がしてあります。 

★大温室で見頃の花 

（赤花）サガリバナ、ラッセリア、（シマ）サンゴアナナ

ス、グズマニア、アンスリウム、洋ラン各種、ムッサエ

ンダ、ヘリコニア、[カカオ、コショウ、ホワイトサポテ、

バナナ、ココヤシ、パキラ、レンブ、テリハバンジロウ、

ソーセージノキ、コーヒー（以上は実）］、マツリカ、パ

キスタキス・ルテア、チャボイランイランノキ、ゴール

デンチェーンツリー 

バランギボウシ（キジカクシ科） 

コバギボウシとミズギボウシの交雑種と

考えられています。紫の花を咲かせます。 

イエライシャン

（キョウチクトウ科） 

中国南部～東南アジ

ア原産。花の香りは夜

に強くなります。 

展示会のご案内 
 

◇展示資料館（6/17～9/18） 

特別企画展「牧野富太郎と広島」 

+体験コーナー 

◇展示温室（9/2～10/1） 

薬用植物展 

◇大テント前、 

スイレン温室など（7/8～9/24） 

盛夏のスイレン展 

 

オジギソウ 

トウワタ 

ハブソウ 

 

キバナコスモス 

（キク科） 

花色は淡い黄色から濃

い黄色、橙などの変異があ

る。ここに植栽された淡い

黄色の花は当園の選抜種。 

オオマツヨイグサ 

（アカバナ科） 

北アメリカ原産。ヨーロッパ

で品種改良され、日本に観賞用

に導入されました。太宰治の作

品に登場するツキミソウは、こ

の仲間のことを指していると

いわれています。 

ムラサキナツフジ 

（マメ科） 

中国南部、台湾原産。

花期が長く、夏から咲い

ていますが、涼しくなっ

て花数が増えました。 

アングラエクム ロンギカルカー 

（ラン科） 

マダガスカル原産。長い距（きょ： 

蜜をためる細長い袋）をもつのが、 

特徴です。 

 

 オミナエシ 

オトコエシ 
ハナセンナ（マメ科） 
 
黄色の可憐な花を咲か

せます。ブラジル・アルゼ

ンチンが原産で、別名は

アンデスの乙女。 

カリガネソウ（シソ科） 

東アジア原産。花の形が雁

（かり）に似ているとして名

付けられました。 

 

 

 


